





シニヤチごL－－ル やがて署名とよぶだろう。決して満ち足りることのない物の要求汝支払ウベ  
シ、それは必然的に言葉も名ももたぬ一人物の姿をとって、『プロエーム』  
序文の中に身を傾けて、つまりイタリック体であらわれる。   
《物を書きはじめて以来、まるで私ほある一人の人物の評価を追い求めて  
いて、 しかも全然そんな成功をおさめることがないといった具合だ（少なく  
とも私はしばしばそんな想像をする）。   
この人物がどこに位置するかとか、私が追いかけるに催するか、などはど  
うでもいい。≫  
ノン   
無名のこの人物が彼にむかって常に否と言うのは明らかだ。これでは充分  
じゃない、この程度の贈物では満足できない、と。（…）   




ほとんど嘘にはならないところだ。   
だがあなたがたは良識を苛立たされてこう言われるかもしれない。一体ど  
うして、一個の物が人に命令を口述したりできるだろう、指図したり、要求  
したり、勧告したi）できるだろう、と。   
フランシス。ポンジュは答える、ただ単に（よく耳を傾けられよ）彼は書  
く術を一物を書く術を－わきまえているという事実をもって。〔実のと  
ころ、自分は物を書く際に己れの声を聴きとるのだと。r吼rle f由t馴11  
s細tend島台crire一－－1a chose．〕   
ユ「アユヌマン   
私がここで敢えて行おうとするところのものは、一つの出来事であらねば  







一 33 －   
ソ・ミざ∴ト∴エ・－ミ・～■J、∴・ミニニ甘一j小J㌧手，  
抄訳および覚書  
内   田  
1975年8月、スリジー＝ラ＝サルで催されたフランシス・ポンジュをめく1－るシンポ  
ジウムで、ジャック・デリダほ午前・午後の二部の陳述を行なった。その際朗読され  
た断片的テキストが、Sign6pongeの表題のもとに、紆rancis Ponge：Colloque  
deCerisy≫（Coll．10／18，1977）と雑誌≪Digraphe≫（No・8，mai1976）に分割掲  
載された。前者が当日の発表の前半（午前の部）、後者がその後半（午後の部）に相  








Ⅰ   
……ところで物とは、ただ価格をつけようもなく取引の埼外に留まる限り  
ヽヽヽヽヽヽ でのみ、飽くことを知らぬ汝支払りべシだ。そこから、物を私の物として取戻  
し、同時にその本来の姿に帰すこと（1ar6appropriation）の不可能性が生じ  
る（…）。従って物はこの取引において、一人の人物、いやむしろ一人の厄  







































ー 35 一   
二に〕私はまだその何物かが何であるか、誰であるかを知らないが、私の語  
しるし ることがもしその名に触れるのでないならば、その名あるいは印をになうも  






〔名においてen son nom〕生起する作用に。フランス。ポンジュの胸肉  
体においてと言われるごとぐ－－その名において働くところのものに。（‥・）   





















オペラシオン めのあらl⑳る操作を、われわれに教示してくれることだろう。  







一 34 －  
キストに、ある絶対的に固有の、独異な、特有の、従って日付のある、枠に  
巌まり縁取られた形式、本体を欠き、切断きれ、中断された形式を与える必  
要が。物たちの権益は≪役割されてはならないと主張された後で、『幸福 に生きる根拠。の中に次の文句が見える。≪一つの新しい畠若鮎の印象を与  
ぇること≫、そしてそのために≪作家それぞれに一つの修辞法どころか、詩篇  
ごとに一つの修辞法が必要だろう…≫  





























ー 36 －  
れらのいかなる問も、いわゆる文学的テキストに専らたずさわる領域的語学  
科によっては、その限りでほ全く設定されることがないのである。   
テキストーフランシスーポンジュは、単に上の如き問の一例を供する  
のみならず、またこれらの問についての学に先鞭をつける。問の実地違用  
（1amise en pratique）であると同時にその巌めこみ、深淵化（1amise en  
abyme）である。。フランシス。ポンジュとは私にとってまず第一に、名と  
物とがどんな事態にあるかを知るために、自分自身の名に意を用い、名によ  
って己れを占拠されるにまかせねばならないということを心得た人なのだ。   
卜∴）  
署名は物になることによって、己れを獲得するのだろうか、己れを失うの  
だろうか？（…）   










外は、何一つ書くまい、何一つ産み出すまい、と。（…）   
彼はかつて何びとも試みなかったような仕方で、固有なるものについて、  
固有な仕方で書き、かつ署名することについて、思弁をめぐらすことになる。  
固有なるもの（1e propre）の含む二本の軸、清潔（1apropret6）と特有性  
（1a propri6t畠）の観念を分線することなく。   














て署名することはできないだろう。どの哲学者も己れの名の、己れの言語の、 イディオム  
情況の特異性を否認し、数々の概念によって、また必然的に非固有（impro－  






















神託めいた性格が存するのだ。   
要するに是非とも署名の必要はあるが、それはまた名を記さないこと、遂  




る）。卜・）   
作品を物に、従って無言の一署名なしで済ましうる故に語りつつも沈黙  
－ 39 －   
また己れを深淵に沈みこませ、逆転され汚染され、分割されることによって、  
はじめて生まれ出るような何物かとの格闘だ。そしてまたそこにこそ、豪邑  






















方が好ましく思うが、その理由を私はよく心得ている。   
私にはこう思われるのだ－1．人を疲れさせること少なく、より楽しい。  
7ロフール 2，より清潔で、嫌悪を抱かせること少ない。（…）≫   
哲学者たちはなぜ、彼等の他の欠点をすべて港外において、何よりもまず  
不潔だと言われるのだろうか。   
私は彼を説明しつつ、同時に、自分が外見上哲学者だと思われているが実  
はそうではないことを証しだてねばならないし、またとりわけ彼に対して問  
7∂ロ‾7Jlし 着を仕掛け、ここで私の語ることが清潔〔固有〕であろうとなかろうと、か  




－ 38 －  
、、、、、、、  
ショーズ を守る一物に変ずるということ、これほ署名をテキストの内に記入するこ  
とにおいてはじめて起こることだ。つまり、もはや署名することなくしかも  
二度〔二重に〕署名するということ。われわれは後に再びこの点に触れねば  
ならないだろう。   
今は（…）彼がいかに決然と、不潔なというよi）むしろ汚され、積れたも  




性、自己触発する固有性1e propre quis′affecte〕なのだ。あるいは濡れた、  
と言おうか。なぜなら汚れは、しばしば液体を媒介として生じ、何か適切な  
〔清潔な〕薄布（unlinge appropri6）で拭い取らねばならないのだから。綺  
麗にする〔本来化するappropIiant〕薄布。椅麗なもの〔固有なるもの〕が濡  








紐は伏線としておこう。）   












－ 40 －  
く書くことの主たる理由の一つ、いや大抵は理由そのものなのだ。≫（…）   












をこそ、私は引き出そうと努めるのだ。   
《それを引き出す（亜gager）ことにどんな利益があるのか？人間精神に  
それらの特性を獲得せしめるという利益。精神は実際それらを受容可能なの  















オブジェき 牲にすることなく、たえず≪対象そのものに、それがもっている生のままな、  
他と異なっている点に、－と嘉）わけ私が既に（たった今）それについて喜  






ヽヽヽヽ じ、署名はもはや唯一の固有名にではなく、新たな物の署名（sig弟atura  










淵状の反復を支配する掟であろう。   




ルソンモラリテ 然と反抗するように見えるその瞬間、教訓ないし寓意の形で人を拘束し、命  





モアルヽ れを読む方を好む、つまl）道徳のでほなくについての教訓、彼が系譜学の道  







－ 43 －   
いたこととは異なっている点に≫立ち戻ること。   
ここでの法則〔掟〕は、彼に何も要求することなく彼とのいかなる関係も  
・「－－・ もたない全く別異のもの（即ち物）から発しているだけに一層命令的で、無  
際限で、飽くことなく犠牲を強要する。この全く別異のものは、彼とも他の  
誰とも何を交換するわけでもなし？、要するに死であって、（人間的形態として  
の、あるいは神的形態としての）主体ではをい。（また一個㌶音義をも、そ ンユンノユ  
して何よー）ほの通常の意味における箸茎嵩でさえない）。一切を、そして無  
ブロブルー丁ニノ を要葦しつつ、物は債務者（即ち本来的な意味で私の物ma choseと言える  
ような人）を、絶対的な他律性と限りなく不均衡な盟約の状況に陥れる。従  
って披にとって債務の履行とほ、いづれにせよ紳巨戦に応じる≫ とは、（・‥）  
署名しつつ是非とも為さねばならぬことを為すということであろう。それも  
















1a contre－Signatur占〕は、それをあるがままに任せる（1aisser etre）。（あ  
るいは『プロエーム』中で愛の対象について言われているように、生きるが  




起因する。（…）   
彼の実践するところは要するに深淵化作業（1amise en abyme）なのだ  








ずる出来事。   
一歩後退してこの点をもう一度論じよう。  



















チャンス しかしそれはまた彼の好運でもある。（…）   
第三に、今度は事態がさらに複雑になるが、通常の意味における署名がそ  
7タンヨン 7ルンーヴ  
うであるように、書き物が己れを指示する場合、つまりacte（行為にして文書  
としての自己白身を描写。記述し、末尾まで読ませながら同時に自署してい  











示したいと思う。   
≪固有の名》の署名（第一様態における）を産出しかつ禁圧する掟、それ  








する二重の請願、二重の倍数二重の縛め、これを私は署名のdouble bande  
と訳した。つまり二重の壷品轟（1ad。。blebande）であり、二重のものが緊  




Ilfaut一－【【 これをどのような意味あいで書くにせよ－これこそ添え書  














コ‾アン70ロ70ル まい。少なくとも、マレルブとポンジュとにほぼ共通でもあった彼等固有のフ  
ァーストネーム、議論をまさにこの迂路へと導かなければならない。フ  
ランソワとフランシスを比較すれば、確かにほぼ共通のファースト・ネーム  
















／ユンユノユジュ なく、また語る主体たる私を直接的に主題とすることによってでもか－。テ  
キストーフランシスーポンジュについて語i）ながら、それを主題（体）  
とすることによってだ。なぜなら、ポンジュ的問題というよ－）むしろ問題と  









ぬise en ab卿e）と呼ぶとしても、それはまた、署名の問題に対してポンジ  
ク 
料的エクリチュールが椙露モ楠子的〕械能を発揮するかぎり、舞台化。演  
叔化（1amiseenscさne，1amise enjeu）でもある。いづれにせよ、ここ  






－ 47 －   
だ。ト）だが台座あるいは墓碑の上で、二度にわたってラテン夙に綴られる  
のを見れば、それは全く共通の、しかも固有のファースト。ネームだ。即ち  
《PTimus Franciscus Malherba≫と、『（乾し）無花果』の初出テキストの  
最後に記された紺ranciscusPontius／NemausensisPoeta≫。   
フランクで、フランス的で、自由かつ束縛を解かれてあること、それはま  
たきっばりと決断し、法を侵犯することができるということ、法を解除しあ  












を失ない、あるいは汚してしまうかのようだ。  （以下次号）  
覚   書  



























在一において必然的に前未来で語られねばならない。）   
とはいえ、≪あの二重のpropre〔固有（なるもの）の分身1e double propre〕  




により忠実なものに修正するためかのように。   
2）≪女が私の主題になろう≫というのは、ニーチェに関する別のシンポジ  
ウムで、La question du styleの表題の下にデリダが行なった陳述の冒頭の  







つまり真理につかまるべき己れの痕跡を残きないもの（cequine selaisse  
pas prendTe alav畠rit6）という役割を。彼はむぎむざと誰の所有にも帰す  
ることなく、己れならぎる別物の痕跡のみを残してすF）ぬけるのだ。   
だがポンジュ自身にあって、接近も到達も困難なのは、と－）わけ物であり、  


















なければならない。   
だがこの人物、ある一人の人物とは、ポンジュの記述の対象とされる物ご  
とに、そのつど異なった相貌で立ち現われるのだろうか。おそらくそうだ、  
コ」ニーーク をぜなら物もそのテキストも、ポンジュにとってそれぞれ《常に独自で類例  
がな≫い、《独異性そ？ものの類例なき範棚なのだから。しかし一方ではま  
ンユンニオブジュ た、彼の牒不可能な主題とは、単に一個の対象なのではか、。草さに言葉を  











自己に対して絶対的に別異なるものの存在様態を極めてよく ≪寓喩≫する存  
在であって、自然の中でいわば代表機能を発揮することになる。   
こうして、不可能な主題が個々の物であるばかりでなく、とi）わけ物とそ  













する。   
まさにここで明らかになるのは、あらゆる記号が（言語的にせよ非言語的  
にせよ、また話されるにせよ善かれるにせよ）引用され、引用符で囲まれう  















のにちがいないのだ。   
ここでおのずから、アンドレ。ブルトン『ナジャ』の冒頭の一句 ≪Qui  
suis－je？≫が想起きれる。「私は誰であるか山「私は誰を追っているかdこの本  
質的な問に対して、単に己れのいわゆる固有名を名乗ることでほ何の解決にも  

















ぁるいは憑きあいにおいて重な－）、私の幽霊と対象崩違とが惹きつけかつ ド巾一丁ル   
拒けあう。つまり二重のものたちが緊張するのだ。  
3）そもそも出来事とは生起する（s′arriver）ものかどうか。即ち自己自身  
ポールリーグ とそれの他なるものを分かつ縁辺、岸辺に接触し、内と外を隔てる或る種の  
タンパンイメ 









－ 50 －  
釆事の産出主体たる私の国有性。独異性を抹消する。署名は今、ここで、  
・マントニール  
ブレザンス ならぬ私によって善かれたという現前性の刻印をそこに保持しながら、こ  

























庄  田  常  勝  
ー加ゎ爵Ⅵ〃で礪わわgね．pour moi，C七st  
un fan伯me．  
β如′γ言あ上α由才曙～祀（お～七zめ官  























一 53 －   ‾ 52 ‾  
